
1. 背景及び目的

　北海道の水辺空間には、明治時代以降、北海道開拓に

よって、多くの和人が入植し始め、広大な自然の原野を

開墾して農地を造成してきた。その後、河川、動物相や

植生をも変える作業が行われていき、先住民の水辺での

伝統的な生活文化の多くが壊され、そして水辺空間の自

然環境は破壊されてきた。そうして北海道の自然環境と

は無関係に建築が作り上げられてきた。

　本研究では、北海道及び世界各地の寒冷地における、

先住民の生活文化と建築物を分析することで、建築物、人、

自然の新しい関係の基礎を築き上げる事を目的とする。

また、筆者自身の設計手法への展開を図るものとする。

2. 研究敷地、研究対象

　かつて北海道全域の水辺を中心に固有の生活文化を育

んできたアイヌ民族の建築物や文化を調べる。そのうえ

で、世界各地に住む先住民族の、寒冷地や水辺空間にお

ける生活文化、地域固有の建築物を調査する。

3. 調査方法　（図１）

① 北海道の先住民アイヌの水辺での生活文化の調査

② 寒冷地における、地域固有の建築物の調査　

③ 水辺における、地域固有の建築物の調査

④ ②③を基に作成した図版を分析、考察

4. 北海道の先住民アイヌの水辺での生活文化

　現在北海道には、アイヌ文化期に形成された集落は存

在していないため、分析対象は、北海道内で発掘調査の

行われたアイヌ文化期の遺跡の内、建設跡が確認された

2005 年度までに発掘報告書註１ ) が刊行されている全ての

遺跡（合計 22 遺跡 218 件）とした。また、生活文化の調

査に関しては文献註２) を利用した。

4-1. アイヌの生活文化

　アイヌ民族は、明治時代以前から、北海道全域の水辺

を中心に暮らしてきた北方先住民族の事である。生業は、

狩猟、漁猟、採取、農耕及び交易を中心とし、住居は、

チセという掘立柱建物で、小さな集落コタンを形成して

いたと考えられている。明治以降の同化政策の影響によ

り、現在、アイヌ文化が保存されているとは言いがたい

状態にある。

4-2. 集落（コタン）の構成

　アイヌは定住型の民族で、伝統的にコタンは、背後

に山、前方に水辺という立地になっている。2005 年まで
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に発見された全ての集落跡は水辺沿いにあり、山が背後

にある。 アイヌは、鮭が主食であることから、鮭の産卵

場沿いに多くの集落跡が発見されている。また、極めて

少ない軒数でコタンは形成されている。

4-3. アイヌの住居　チセ

　アイヌの住居はチセと呼ばれ、 プランは四角形で、素

材はその土地でとれる物を使用する。柱は丸太で、屋根

と外壁にはカヤ、アシ、ササ、樹皮などを用いる、床は、

土の上に直接干し草を敷き、その上に蓙を敷いたもので

ある。部屋は母屋と出入り口兼物置の二部屋で構成され、

母屋の中央に暖炉がある。建設場所は主に水辺である。

5. 寒冷地域における、地域固有の建築物

　寒冷地の風土や気候と関係しながら築き上げられた地

域固有の建築物を文献や写真等から調査する。

5-1. 建築物の選定

　月の平均気温が 0℃以下になる地域から 23 軒の建築物

を選定する。

5-2. 分析表の作成

　参考文献註3) を基に、建築名、平面図、配置、面積、素材、

用途を表にし分析する（表１）。

5-3. 考察

　作成した分析表を基に、周囲の環境の建築形態への影

響を考察する。建築物に影響を与える環境要素は三種類

に分類できる（表２）。

①風…壁を曲げることや、地面を掘ることで風の侵入を

防ぐ。または、暖炉の換気に対して上昇気流を利用する。

8.(Koryak) は、屋根の上と半地下部分の二つの入口があ

るが、冬には雪で半地下の入口が覆われ、風の侵入を防

いでいる。

②雪…雪に対して屋根を傾斜させる。また、雪を建材と

して利用する。18.(Iglulik) は、ドームのように氷や雪

を積み、 建材として利用する。入口から部屋までの通路

は半地下となっていて、半地下部分の壁の氷を削り、棚

のように使う。

③気温…床を地面より持ち上げる。建築物を地面に埋め

込み、地熱を利用する。夏と冬で壁の素材や枚数を変化

させる。夏と冬で機能を変更する。3.Ger は、冬はフェル

トを三重に重ね、夏の暑い日はフェルトの裾を捲ること

で内部の気温を調整する。 12.Buryat-logs は、夏は住居、

冬は倉庫として利用する。 

6. 水辺における、地域固有の建築物

　水辺に住む人々の生活文化、建築物から水辺環境を建

物に取り入れていく手法を文献や写真から調査する。

6-1. 建築物の選定　

　水辺環境によって形や配置が決定される、または、水

辺環境の利点を活用した建築物 10 軒を選定する。また、

建物名が斜体の物は、寒冷地建築にも属する。

6-2. 分析表の作成

　５章と同様の表を作成し建築物を分析する（表３）。

6-3. 考察

　５章と同様に、周囲の環境の建築形態への影響を考察

する。建築物に影響を与える環境要素は三種類に分類で

きる（表４）。

①水位…建築物を水位より高い位置に作る、または、水

の上に人工の島を作り、その上に建築物を作る。水位に

よって人の活動が変化する。22.Mudhif は、水位の上下が

大きい地域である事から、水位より高い位置までアシで

島を作り、その上に建築物を建てる。26.(Motu) は、最大

水位以上に建物を建設し、水位が上がってきたら、その

水を利用し、洗い物を始める。

②汀線…汀線に平行に建築物を、陸側もしくは水側に配

置する。または、汀線に垂直な軸に沿って、建築物を配
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1. 背景及び目的

　北海道の水辺空間には、明治時代以降、北海道開拓に

よって、多くの和人が入植し始め、広大な自然の原野を

開墾して農地を造成してきた。その後、河川、動物相や

植生をも変える作業が行われていき、先住民の水辺での

伝統的な生活文化の多くが壊され、そして水辺空間の自

然環境は破壊されてきた。そうして北海道の自然環境と

は無関係に建築が作り上げられてきた。

　本研究では、北海道及び世界各地の寒冷地における、

先住民の生活文化と建築物を分析することで、建築物、人、

自然の新しい関係の基礎を築き上げる事を目的とする。

また、筆者自身の設計手法への展開を図るものとする。

2. 研究敷地、研究対象

　かつて北海道全域の水辺を中心に固有の生活文化を育

んできたアイヌ民族の建築物や文化を調べる。そのうえ

で、世界各地に住む先住民族の、寒冷地や水辺空間にお

ける生活文化、地域固有の建築物を調査する。

3. 調査方法　（図１）

① 北海道の先住民アイヌの水辺での生活文化の調査

② 寒冷地における、地域固有の建築物の調査　

③ 水辺における、地域固有の建築物の調査

④ ②③を基に作成した図版を分析、考察

4. 北海道の先住民アイヌの水辺での生活文化

　現在北海道には、アイヌ文化期に形成された集落は存

在していないため、分析対象は、北海道内で発掘調査の

行われたアイヌ文化期の遺跡の内、建設跡が確認された

2005 年度までに発掘報告書註１ ) が刊行されている全ての

遺跡（合計 22 遺跡 218 件）とした。また、生活文化の調

査に関しては文献註２) を利用した。

4-1. アイヌの生活文化

　アイヌ民族は、明治時代以前から、北海道全域の水辺

を中心に暮らしてきた北方先住民族の事である。生業は、

狩猟、漁猟、採取、農耕及び交易を中心とし、住居は、

チセという掘立柱建物で、小さな集落コタンを形成して

いたと考えられている。明治以降の同化政策の影響によ

り、現在、アイヌ文化が保存されているとは言いがたい

状態にある。

4-2. 集落（コタン）の構成

　アイヌは定住型の民族で、伝統的にコタンは、背後

に山、前方に水辺という立地になっている。2005 年まで

置する。24.Gamme は、海岸線に沿って建物を二列で配置

する。

③河川軸…河川軸に沿って建築物を配置する。29.

(Suzhou) は、川沿いに建築物を配列する。列が 100m ほど

になることがある。

 7. 結論

　本研究によって次の二つの事が明らかになった。

・寒冷地の建築物は、風、雪、気温の環境の三要素と調和

する形態となっている。例えば、夏と冬の気温の変化に

応じて、壁の素材や枚数を変化させる。

・水辺の建築物は、水位、汀線、河川軸の環境の三要素と

調和する形態となっている。例えば、汀線や河川軸に平

行に建築物を配置する。

　上記二つの結果から、寒冷地と水辺の環境は建築の形

態と関係があり、寒冷地と水辺空間に調和した建築形態

が明らかになった。 

8. 展望

　本研究では、寒冷地と水辺の気候にあった建築物の特

性を明らかにしたが、今後は北海道の水辺環境やそこに

住む現代の人々の生活や活動に対して、どのような建築

が可能か明らかにしていく事が望ましい。本論を、筆者

自身の設計手法として今後展開していく手掛りとしたい。

に発見された全ての集落跡は水辺沿いにあり、山が背後

にある。 アイヌは、鮭が主食であることから、鮭の産卵

場沿いに多くの集落跡が発見されている。また、極めて

少ない軒数でコタンは形成されている。

4-3. アイヌの住居　チセ

　アイヌの住居はチセと呼ばれ、 プランは四角形で、素

材はその土地でとれる物を使用する。柱は丸太で、屋根

と外壁にはカヤ、アシ、ササ、樹皮などを用いる、床は、

土の上に直接干し草を敷き、その上に蓙を敷いたもので

ある。部屋は母屋と出入り口兼物置の二部屋で構成され、

母屋の中央に暖炉がある。建設場所は主に水辺である。

5. 寒冷地域における、地域固有の建築物

　寒冷地の風土や気候と関係しながら築き上げられた地

域固有の建築物を文献や写真等から調査する。

5-1. 建築物の選定

　月の平均気温が 0℃以下になる地域から 23 軒の建築物

を選定する。

5-2. 分析表の作成

　参考文献註3) を基に、建築名、平面図、配置、面積、素材、

用途を表にし分析する（表１）。

5-3. 考察

　作成した分析表を基に、周囲の環境の建築形態への影

響を考察する。建築物に影響を与える環境要素は三種類

に分類できる（表２）。

①風…壁を曲げることや、地面を掘ることで風の侵入を

防ぐ。または、暖炉の換気に対して上昇気流を利用する。

8.(Koryak) は、屋根の上と半地下部分の二つの入口があ

るが、冬には雪で半地下の入口が覆われ、風の侵入を防

いでいる。

②雪…雪に対して屋根を傾斜させる。また、雪を建材と

して利用する。18.(Iglulik) は、ドームのように氷や雪

を積み、 建材として利用する。入口から部屋までの通路

は半地下となっていて、半地下部分の壁の氷を削り、棚

のように使う。

③気温…床を地面より持ち上げる。建築物を地面に埋め

込み、地熱を利用する。夏と冬で壁の素材や枚数を変化

させる。夏と冬で機能を変更する。3.Ger は、冬はフェル

トを三重に重ね、夏の暑い日はフェルトの裾を捲ること

で内部の気温を調整する。 12.Buryat-logs は、夏は住居、

冬は倉庫として利用する。 

6. 水辺における、地域固有の建築物

　水辺に住む人々の生活文化、建築物から水辺環境を建

物に取り入れていく手法を文献や写真から調査する。

6-1. 建築物の選定　

　水辺環境によって形や配置が決定される、または、水

辺環境の利点を活用した建築物 10 軒を選定する。また、

建物名が斜体の物は、寒冷地建築にも属する。

6-2. 分析表の作成

　５章と同様の表を作成し建築物を分析する（表３）。

6-3. 考察

　５章と同様に、周囲の環境の建築形態への影響を考察

する。建築物に影響を与える環境要素は三種類に分類で

きる（表４）。

①水位…建築物を水位より高い位置に作る、または、水

の上に人工の島を作り、その上に建築物を作る。水位に

よって人の活動が変化する。22.Mudhif は、水位の上下が

大きい地域である事から、水位より高い位置までアシで

島を作り、その上に建築物を建てる。26.(Motu) は、最大

水位以上に建物を建設し、水位が上がってきたら、その

水を利用し、洗い物を始める。

②汀線…汀線に平行に建築物を、陸側もしくは水側に配

置する。または、汀線に垂直な軸に沿って、建築物を配

風

曲げる

雪

気温

水位

水の上

島の上

汀線

河川軸

24

25　

傾斜

22

23 

21,29,30

28

? ? ? 80（㎡） 4~5×18~50（㎡）

住居 住居 住居 住居兼商店 集合住宅

海上 湖上 川に沿って川の上
に配置

川に沿って配置 川に沿って二列以
上で配置

26.(Motu) 27.(Benin) 28.(Livingston) 29.(Suzhou) 30.(Modang)

柱

木

木、草類 木、草類 木、草類 木、漆喰、瓦、
鉄等

木、草類

水の底に柱を建て
その上に建てる。
満潮時に水があが
ってくると洗い物
を始める。

水の底に柱を建て
その上に建てる。
水位によって活動
が三種類に変化す
る。

川底に柱を建てそ
の上に建てる。

水路に沿って住居
を列で配置。100m
ほどの列になる事
がある。

川によって建物配
置が決定され 2 列
以上で川に沿って
配置される。

テラス

柱
木 木

柱

川側

▼表３　水辺建築物分析表　
建物名

写真

平面図

配置

面積

用途

分析

素材

3~4.5×7.5~30? ? ?

住居兼物置 ゲストハウス等 住居 住居兼家畜小屋

川上に新窓を向け
る。

アシで作った島の
上に建てる

海上 海岸

21.Chise 22.Mudhif 23.(Tausug) 24.Gamme

アーチ 芝 暖炉

樹皮

神窓

暖炉

（㎡）

新窓を川上に向け
る。暖炉の熱が土
に蓄熱される。壁
材は空気を含み断
熱材になる。入口
で雨風を防ぐ。

木、草類、樹皮 草類 木、草類 木、芝、樹皮

アシで水の上に島
を作りその上に建
築物を建てる。屋
根はアシのマット
で覆う。暑い時は
マットをはがす。

水の底に柱を建て
てその上に建てる。
屋根の上に通気口
を作って熱い空気
を抜く。

海岸線に沿って二
列で配置する。屋
根を芝で覆う。中
央に暖炉。

柱

オープンデッキ

暖炉

25.(Haida)

住居
短辺側を海に向け
る。森に面してい
る。中央に暖炉。

木

妻側を海に向け、
森に面している
約 12m 四方

板柱
柱

▼表４　水辺環境分類表  

▼表２　寒冷地環境分類表

23,26,27,28

環境要素 形態操作 建築物

環境要素 形態操作 建築物

 建物名が（）の物は、地域名もしくは、民族名

1.(Blackfeet) 2.(Bashkir) 3. Ger 4.(MDE) 5.(Buryat)

平原 水辺の近く 水辺の近くで平ら
な場所

Stoney より大

住居 仮設住居移動住居移動住居 移動住居
中央に暖炉。四本
の構造用の柱。真
上の隙間から煙を
排出。テントのカ
バーの表面を装飾
する。　

中央に暖炉。床は
むき出し。フェル
トに隙間を作り換
気。カーテンで空
間を二分する。 

夏冬でフェルトの
枚数を変えて外気
温に対応。暑い時
はフェルトの裾を
捲る。

入り口を曲げて風
の侵入を防止。窓
は氷を使用。芝で
覆う。  部屋の中央
は周りより低い。

中央に暖炉。扉を
二重にする。屋根
上に開閉可能の戸
があり、採光と換
気に使用。南向き。

皮、木、石 フェルト、木、布
ビニールシート、
板、獣糞等　

土、芝、氷、雪、
木

フェルト、木、ロ
ープ

フェルト、木、ロ
ープ

? ?

河川三角州 牧草地

直径 5～8.5m 直径 4~6m

フェルト

格子枠

暖炉 暖炉 柱 柱木類 フェルト

格子枠

暖炉フェルト

格子枠 落し戸

皮

木

6.(P. Eskimo) 7.WGE-tent 8.(Koryak) 9.(Stoney) 10.(Selkup)

住居 住居仮設住居 仮設住居 移動住居

移動住居

入り口は GL 以下
で風の侵入を防止。
天窓にアザラシの
内蔵を使用。　

扇形に柱を並べる。
外地は防水する皮
を使用し、内側は
毛皮を使用する。

1~1.5m 地面を掘り
半地下にする。壁
を二重にしその間
に土や干し草を詰
める。冬用の入り
口がある。

中央に暖炉。夏は
樹皮で覆い、冬は
外壁や内壁などを
苔で覆うことがあ
る。入り口は換気
口の役割もする。

1.5~2m 地面を掘り
半地下にする。窓
があるものもあり
氷やトナカイの内
臓を使用する。

石、土、小枝、木
皮、

木、石、皮 木、土、干し草 皮、木、石 木、苔、芝 、土
氷、皮

? ? ? ? 川沿い

幅 4m 未満 幅 3~5m 約 15×12（㎡） 15~30（㎡） 7~8（㎡）　　

皮

木

丸太

柱

暖炉

氷
内蔵

石

柱

皮 丸太

石
土

干し草

柱 柱

暖炉

暖炉暖炉

11.(NACE) 12.Buryat-logs 13.Aitti 14.Goatte-turf 15.Goatte-cloth

住居 住居仮設住居 住居兼倉庫 倉庫兼住居
入り口は地面を掘
り半地下とする、
また落し戸になっ
ている。寝る場所
は床より高い位置
にある。

切り株の上に乗せ
る。屋根の上に乗
せる。トナカイの
通路のために一列
に配置される。夏
の間住む事もある。

夏は住居で、冬は
倉庫に機能が変わ
る。中央に暖炉。
屋根に芝と土が敷
かれる。6~8 角形
のプランがある。 

中央に暖炉。床は
土床。屋根の上に
芝を敷く。

中央に暖炉。夏は
一枚、冬は二枚で
覆う。床へ小枝で
覆い、トナカイの
皮で覆う。入口は
東向き。

芝、土、骨、木 木、芝 木、芝、樹皮 木、布、皮

? 牧草地 一列に配置 ? 水辺と森に近い場
所

 ?   2×2~4×4（㎡）
木、土、芝、樹皮
最大直径 10m 約 4×4（㎡） 7（㎡）

骨

入口 柱

暖炉 暖炉厚板
丸太

暖炉土、芝

16.Njalla 17.Lavvo 18.(Iglulik) 19.(Evenki) 20.Iglulik-tent

住居 仮設住居倉庫 移動住居
切り株の上に乗せ
る。屋根に芝で覆
う。　

goatte-cloth より
小さく、簡易的で
持ち運びやすい。
中央に暖炉。

地下道や低い外壁
を作りすきま風を
防ぐ。氷にくぼみ
を作って棚を作る。

夏と冬でそのカバ
ーを樹皮から皮に
変更する。カバー
は二重になってい
る。

柱の上をトナカイ
の皮でできたカバ
ーで覆いロープで
引っ張る。

木、芝 木、布、皮 雪、氷、皮 木、皮、樹皮、ロ
ープ

木、ロープ、石、
皮

森林の中に配置 ? 海岸か氷の張った
海の上

??

1~1.5×1~2（㎡）7（㎡）以下 約直径 5m 直径 3~6m 2~3×5（㎡）

厚板
丸太

暖炉 氷、雪

布布

石
柱

皮

▼表１　寒冷地建築物分析表
建物名

写真

平面図

配置

面積

用途

分析

素材

建物名

写真

平面図

配置

面積

用途

分析

素材

皮、樹皮

木

暖炉

 建物名が（）の物は、地域名もしくは、民族名

掘る

上昇気流

上げる

埋める

重ねる

機能変更

使用するUSE

4,18,21

6,8,10,11,18

1,3,5,8,9,14,17,19 

1,2,3,5,6,7,9,10,11,

13,14,15,16,17,18, 

19,20,21,24,25

4,18

4,11       

8,10      

3,15,19       

12,13      

陸側

陸側

水側

水側

垂直


